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新
幹
線
開
業
に
よ
る
交
通
環
境
の
変
化

―
―
北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
富
山
県
へ
の

入
込
数
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

酒
井　

新
幹
線
の
開
業
効
果
は
非
常
に
大
き
い

で
す
ね
。
県
で
は
昨
年
、
平
日
と
休
日
に
、
鉄

軌
道
の
主
要
駅
と
停
留
場
、
富
山
き
と
き
と
空

港
で
乗
降
客
数
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
新

幹
線
駅
で
は
、
富
山
駅
、
新
高
岡
駅
、
黒
部
宇

奈
月
温
泉
駅
の
順
に
乗
降
客
が
多
く
、
各
駅
と

も
休
日
利
用
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
新
幹
線

開
業
前
と
正
確
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
Ｊ
Ｒ
の
発
表
で
は
、
特
急
時
代
と
比
べ

る
と
、
糸
魚
川
と
上
越
妙
高
間
の
旅
客
流
動
は

お
よ
そ
３
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
日
・
休
日
と
も
に
首
都
圏
か
ら
の

来
県
者
が
お
よ
そ
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

も
と
も
と
富
山
県
は
文
化
交
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
な

ど
で
関
西
圏
と
の
つ
な
が
り
が
深
く
、
関
西
か

ら
の
来
県
者
も
多
く
見
ら
れ
る
ほ
か
、
東
北
や

九
州
な
ど
全
国
か
ら
の
来
県
に
よ
り
県
内
の
交

流
人
口
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

―
―
新
幹
線
開
業
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

は
、
地
域
交
通
に
も
波
及
し
て
い
ま
す
か
。

酒
井　

地
域
交
通
の
利
用
者
数
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
県
民
の
利
用
の
ほ
か
、
富
山
県
に
来
ら

れ
た
方
々
が
、
新
幹
線
と
接
続
す
る
地
域
交
通

を
利
用
し
て
各
所
へ
移
動
さ
れ
、
全
体
で
５
～

６
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
新

幹
線
開
業
で
並
行
在
来
線
と
し
て
誕
生
し
た
第

３
セ
ク
タ
ー「
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
」
は
、
通

勤
・
通
学
利
用
が
メ
イ
ン
に
な
る
と
予
想
し
て

い
ま
し
た
が
、
定
期
外
で
も
か
な
り
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

住
民
が
生
活
路
線
と
し
て
利
用
す
る
地
域
交

通
が
、
県
外
か
ら
の
来
訪
者
に
と
っ
て
は
新
幹

線
な
ど
の
２
次
交
通
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

―
―
県
内
の
交
通
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
県

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で
す
か
。

酒
井　

県
民
は
も
と
よ
り
、
来
訪
者
に
地
域
交

通
を
さ
ら
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

各
交
通
機
関
の
利
便
性
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

交
通
事
業
者
が
連
携
し
て
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
県
内
交
通
全
体
の
利
便
性
を
高
め
、
誰
に
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平
成
27
年
３
月
、
北
陸
新
幹
線
（
長
野

－

金
沢
間
）
が
開
業
し
た
。

東
京
と
北
陸
が
２
時
間
台
で
結
ば
れ
、
日
帰
り
圏
内
に
な
っ
た
こ
と
で
、

多
く
の
観
光
客
が
来
訪
、「
北
陸
ブ
ー
ム
」
が
続
い
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
富
山
県
で
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
交
通
環
境
の
変
化
等
を
踏
ま
え
、

今
後
10
年
間
の
富
山
県
の
地
域
交
通
の
目
標
や
基
本
的
方
向
性
を
示
す

「
富
山
県
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
、
地
域
創
生
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
利
用
促
進
を
掲
げ
る
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

酒
井
武
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富
山
県
理
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総
合
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通
政
策
室
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お
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っ
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。
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特集：北陸新幹線の開業と交通まちづくり
［新たな成長期を迎えた富山地鉄・万葉線］

と
っ
て
も
使
い
勝
手
の
い
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
利
用
促
進
に
努
め

る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
地
域
交
通

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。富

山
地
方
鉄
道
（
富
山
地
鉄
）
の
市
内
電
車

が
富
山
駅
に
、
そ
し
て
万
葉
線
が
高
岡
駅
に
乗

り
入
れ
て
い
る
よ
う
に
、
複
数
の
異
な
る
交
通

機
関
が
主
要
駅
な
ど
に
集
約
さ
れ
て
、
ス
ム
ー

ズ
な
接
続
が
実
現
す
れ
ば
、
県
内
移
動
の
利
便

性
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。
新
幹
線
開
業
に
加

え
、
各
地
域
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
地
域
交
通

を
利
用
し
て
移
動
す
る
人
の
幅
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
新
た
な
流
動
が
生
ま
れ
る
可
能

性
に
期
待
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
富
山
市
や
高
岡
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
公
共
交
通
を
整
備
し
、
市
民
の
生
活

路
線
の
基
盤
を
整
え
た
上
で
、
観
光
に
も
つ
な

げ
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

酒
井　

富
山
市
や
高
岡
市
の
ほ
か
に
も
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
城じ

ょ
う
は
な端
線
・
氷ひ

み見
線
沿
線
で
は
沿
線
市

が
連
携
し
て
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
県
東
部
で
も
ま
ち
づ
く
り
の
中
で

地
域
交
通
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
市
町
村
で
こ

う
し
た
動
き
が
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
県
全
体

の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

生
活
路
線
と
し
て
公
共
交
通
の
活
性
化
を
考

え
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
機
関
を
単
体
で

見
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち
と
い
う
面
的
な
広
が

り
の
中
で
捉
え
、
活
か
し
て
い
く
視
点
が
必
要

で
す
し
、
地
域
住
民
に
い
か
に
利
用
さ
れ
る
か

が
最
も
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。
県
全
体
の
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
利
用
促
進
に
向
け
、

県
と
し
て
も
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
観
光
周
遊

―
―
富
山
県
で
は
「
鉄
軌
道
王
国
と
や
ま
」
と

し
て
、
多
種
多
様
な
路
線
に
よ
る
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

酒
井　

数
え
方
に
も
よ
り
ま
す
が
、
富
山
県
に

は
13
路
線
の
鉄
軌
道
が
走
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
多
種
多
様
な
路
線
を
維
持
し
て
い
る
県
は

な
か
な
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
列
車
も
富
山
地
鉄
の
「
ア
ル
プ
ス
エ
キ

ス
プ
レ
ス
」
や
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
エ
キ
ス
プ
レ

ス
」、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
「
ベ
ル
・
モ
ン
タ
ー

ニ
ュ
・
エ
・
メ
ー
ル
」
な
ど
多
彩
で
、
黒
部
峡

谷
鉄
道
で
は
ト
ロ
ッ
コ
列
車
も
走
行
し
て
い
ま

す
。
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
も
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
乗

り
物
」
を
乗
り
継
ぐ
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー

ル
や
、
万
葉
線
の
「
ド
ラ
え
も
ん
ト
ラ
ム
」
も

観
光
客
に
人
気
で
す
。
こ
う
し
た
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
な
鉄
軌
道
を
富
山
県
の
観
光
資
源

と
し
て
積
極
的
に
発
信
し
て
い
こ
う
と
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
が
「
鉄
軌
道
王
国
と
や
ま
」
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、「
鉄
軌
道
王
国
」
と
銘
打
つ
か

ら
に
は
、
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
向
上
や
新
た
な

商
品
開
発
な
ど
、
交
通
事
業
者
の
連
携
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
県
の
主
導
で
交
通
事
業

者
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、「
鉄
軌

道
王
国
と
や
ま
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。
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―
―
富
山
県
は
観
光
地
や
観
光
資
源
が
多
く
、

富
山
駅
や
高
岡
駅
の
よ
う
な
交
通
結
節
点
を
ハ

ブ
と
し
て
各
所
に
移
動
で
き
ま
す
ね
。

酒
井　

複
数
の
交
通
機
関
を
ス
ム
ー
ズ
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
新
幹
線
開
業
後
、
交
通
事
業
者
の
連

携
・
協
力
に
よ
り
、
鉄
軌
道
と
バ
ス
の
「
周
遊

乗
り
放
題
き
っ
ぷ
」
を
県
の
東
部
・
中
央
・
西

部
と
３
エ
リ
ア
に
分
け
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

交
通
事
業
者
の
ほ
か
、富
山
県
と
石
川
県
の
連

携
に
よ
る「
北
陸
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ル
ー
ト
き
っ

ぷ
」
な
ど
も
観
光
客
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

―
―
鉄
軌
道
以
外
の
地
域
交
通
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

酒
井　

各
地
域
で
路
線
バ
ス
も
多
く
の
系
統
で

運
行
さ
れ
て
お
り
、
住
民
の
生
活
の
足
を
担
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
富
山
県
は
マ
イ
カ
ー
保

有
率
が
高
く
、
路
線
バ
ス
は
利
用
者
の
減
少
で

厳
し
い
局
面
に
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
の

支
援
制
度
や
県
の
支
援
に
よ
り
、
持
続
可
能
と

な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

観
光
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
開
業
前
か

ら
実
験
的
な
運
行
を
行
う
な
ど
、
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
県
内
に
は
、
魅
力
的
な
名
所
や

資
源
も
多
く
、
新
幹
線
駅
か
ら
そ
う
し
た
場
所

へ
ア
ク
セ
ス
す
る
「
富
山
ぶ
り
か
に

バ
ス
」「
世
界
遺
産
バ
ス
」
な
ど
が

そ
の
一
例
で
す
。
ま
た
、
北
陸
新

幹
線
の
新
高
岡
駅
と
、
石
川
県
の

七
尾
や
和
倉
温
泉
と
を
往
復
す
る

「
わ
く
ラ
イ
ナ
ー
」
を
運
行
し
、
隣

県
ま
で
エ
リ
ア
を
広
げ
て
い
ま
す
。

実
際
、
新
幹
線
開
業
後
は
こ
う
し

た
観
光
路
線
バ
ス
需
要
も
増
え
て
い
ま
す
。

観
光
地
を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
に
完
成
形
は
な

く
、
事
業
者
に
は
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

交
通
事
業
者
の
み
で
は
実
現
が
難
し
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
県
が
実
証
実
験
や
企
画
切
符
な
ど
利

用
促
進
策
へ
の
支
援
を
行
い
、
事
業
化
に
結
び

付
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
現
在
、
空
港
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で

取
り
組
み
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

酒
井　

富
山
き
と
き
と
空
港
で
は
国
内
線
は
羽

田
と
札
幌
へ
就
航
し
て
い
ま
す
が
、
新
幹
線
開

業
後
は
、
羽
田
便
の
利
用
客
が
約
４
割
減
少

し
、
厳
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
今
は
羽
田

空
港
経
由
で
国
内
各
地
や
海
外
の
主
要
都
市
に

簡
単
に
乗
り
継
い
で
行
け
る
と
い
う
飛
行
機
の

利
点
も
あ
り
ま
す
。

空
港
は
、
富
山
県
の
経
済
、
観
光
、
交
流
人

口
の
拡
大
等
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
基

盤
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
利
用
促
進
や
航
空

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
拡
充
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
飛
騨
・
高
山
地

域
の
ほ
か
、
新
幹
線
で
近
く
な
っ
た
長
野
県
な

ど
に
も
エ
ア
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

国
際
線
は
ソ
ウ
ル
・
上
海
・
台
北
・
大
連
の

■富山県内の主要駅・空港の乗降客数の状況

富山駅 12,268 16,031

新高岡駅 3,460 5,730

黒部宇奈月温泉駅 2,280 3,126

富山駅 23,348 13,338

高岡駅 11,698 7,568

小杉駅 5,316 2,586

魚津駅 3,799 1,712

電鉄富山駅 8,791 4,525

立山駅 593 263

宇奈月温泉駅 1,329 1,488

砺波駅 1,971 1,034

氷見駅 1,529 860

越中八尾駅 1,560 653

富山地鉄市内軌道線・富山駅 4,795 5,047

富山ライトレール・富山駅北 3,505 2,555

万葉線・高岡駅 1,036 841

 2,069 2,161

北陸新幹線

調査箇所名
平日 休日

乗降客数・利用者数（人）

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道

ＪＲ西日本

軌道

富山きときと空港

※調査日は平日が平成 27 年 10 月 27 日（火）、休日が同年 11 月 15 日（日）
（出所：富山県／富山県地域交通ビジョン検討会資料より抜粋）

1定期外の利用が伸びているあいの風とやま鉄道2海岸線を走るＪＲ西日本
の観光列車「ベル・モンターニュ・エ・メール」3「トロッコ電車」に乗って
絶景が楽しめる黒部峡谷鉄道4富山県の観光を大きく盛り立てる北陸新幹線

1

2

関東 59%北信越 27%

近畿 13%

中国 1%

関東 63%

中部 7%

近畿 9%

九州 2%
東北 5%

北信越 14%

■富山県外在住者の
　出発地アンケート調査

【平日】
富山駅

【休日】

（出所：富山県／
  富山県地域交通ビジョン検討会資料より抜粋）

3 4

写真提供／あいの風とやま鉄道、JR 西日本、黒部峡谷鉄道
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特集：北陸新幹線の開業と交通まちづくり
［新たな成長期を迎えた富山地鉄・万葉線］

４
路
線
で
、
海
外
か
ら
空
路
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に

富
山
県
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
周
遊
す
る
外
国
人

観
光
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
需
要

を
積
極
的
に
取
り
込
み
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
玄

関
口
と
し
て
充
実
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

冬
の
観
光
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
空
港
か

ら
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
30
分
～
１
時
間
で
ス
キ
ー

場
に
行
く
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
、
雪
に
な
じ
み
の

な
い
国
の
方
々
に
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
富
山
県
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン

―
―
新
た
に
策
定
さ
れ
る｢

富
山
県
地
域
交
通

ビ
ジ
ョ
ン｣

に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

酒
井　

新
幹
線
や
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
の
開

業
で
、
地
域
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
す
る
中
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
や

確
保
、
そ
し
て
公
共
交
通
の
活
性
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
昨
年
か
ら
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
「
利
用
目
的
に
応
じ
て
、
利
便
性

の
高
い
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

こ
と
」
を
掲
げ
、「
つ
か
い
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
実
現
」

を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
交
通
事
業
者
だ
け
で
地
域
公
共
交
通

を
維
持
し
て
い
く
の
は
難
し
い
時
代
で
す
の
で
、

行
政
も
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
な
が

ら
、
維
持
・
存
続
を
図
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

県
民
の
皆
さ
ん
に
も
地
域
交
通
を
支
え
て
い
く

の
は
自
分
た
ち
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
利

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

―
―
皆
で
役
割
分
担
し
つ
つ
連
携
協
力
し
て
地

域
交
通
を
維
持
し
て
い
く
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
新
ビ
ジ
ョ
ン
に

は
、
具
体
的
な
目
標
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

酒
井　
「
域
内
交
通
」「
域
間
交
通
」「
広
域
交

通
」「
環
境
整
備
」「
連
携
協
力
」
の
五
つ
の
視

点
で
取
り
組
み
や
目
指
す
べ
き
目
標
を
検
討
し

て
い
ま
す
。
域
内
交
通
や
域
間
交
通
で
は
、
駅

や
病
院
な
ど
各
地
域
の
拠
点
施
設
と
の
ア
ク
セ

ス
を
重
視
し
、
広
域
交
通
で
は
、
新
幹
線
駅
や

空
港
と
の
ア
ク
セ
ス
、
隣
県
も
含
む
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
な
ど
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
も
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
で
、
地

域
交
通
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
方
向
で
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、

市
町
村
や
事
業
者
は
、
デ
マ
ン
ド
型
の
タ
ク

シ
ー
や
バ
ス
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
持
続

可
能
な
サ
ー
ビ
ス
形
態
を
模
索
し
、
住
民
の
足

を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
さ

ん
の
地
域
交
通
に
対
す
る
期
待
に
で
き
る
だ
け

応
え
て
い
く
ほ
か
、
観
光
客
に
も
分
か
り
や
す

く
、
使
い
や
す
い
交
通
環
境
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
国
を
挙
げ
て
地
方
創
生
が
謳
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
昨
年
10
月
に
、
富
山
県
版
の
総
合
戦

略
「
と
や
ま
未
来
創
生
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
新
幹
線
の
開
業
効
果
を
一
過
性
の
も
の
に

せ
ず
、
し
っ
か
り
持
続
さ
せ
、
富
山
県
の
新
た

な
発
展
、
飛
躍
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
基
盤
と
な
る
地
域

公
共
交
通
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
地
域
の
体

力
強
化
や
魅
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
利
便

性
が
高
く
、
持
続
可
能
な
地
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

福光 IC

富山きときと空港

東海北陸自動車道

JR城端線

JR高山本線

JR氷見線

あいの風とやま鉄道

富山地方鉄道本線

黒部峡谷鉄道

富山地方鉄道立山線

立山・黒部アルペンルート

宇奈月・黒部峡谷

世界遺産五箇山

三井アウトレットパーク
北陸小矢部

ひみ番屋街

海王丸パーク
新湊きっときと市場 ほたるいか

ミュージアム

海の駅「蜃気楼」
埋没林博物館

YKKセンターパーク
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富山環水公園

瑞龍寺

チューリップ公園

おわら風の盆

富山地方鉄道
不二越・上滝線

富山市内軌道

富山ライトレール
万葉線

能越自動車道

北陸自動車道
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滑川
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ぶりかにバス

わ
く
ラ
イ
ナ
ー 東滑川

新魚津
魚津
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宇奈月温泉

生地

西入善
入善

泊
越
中
宮
崎

呉羽 富山

高岡 IC

氷見 IC

和倉温泉へ

高岡砺波スマート IC

小杉 IC

富山西 IC
富山 IC

立山 IC

滑川 IC

魚津 IC
宇奈月

森石

柳橋
黒薙

笹平 出平

猫又 鐘釣

小屋平

美
女
平

弥
陀
ヶ
原 室

堂

大
観
峰

黒
部
平

黒
部
湖
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部
ダ
ム

扇
沢

欅平

黒部宇奈月温泉

神岡へ

相倉、菅沼
白川郷へ

世界遺産バス

■富山県の地域公共交通ネットワーク図

主な観光バス路線

（出所：富山県／富山県地域交通ビジョン検討会資料をもとに作成）


